
　　　　

2025 年 2 月 3 日

平日
土曜・学休日
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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

脳バランサーとは、 発達年齢を判定し認知機能（左脳、右脳、前頭前野）をバランスよく伸ばすためのソフトウェアです。

「言葉に親しみ語彙を増やす、数を理解し身につける、感情を抑制する力をつける、文を理解する力をつける、空間認知力をアップさせる、集中力を高める、言葉を聞き取る力を育む、

遂行能力を強化する、褒めて自信をつける」と、脳のバランスや伸びをグラフで表示することができます。

法人（事業所）理念
・こころとからだに働きかける多彩なソーシャルスキルトレーニングで子どもたちの得意を伸ばします！
・個々のペースで楽しめるプログラムにより関わる人すべてが安心できる放課後づくりをいたします！
・「褒めて育てる」が職員同士の合言葉！子どもたち一人一人の見え方を想像し認め合う社会を経験させます！

事業所名 放課後等デイサービス　HOME BASE 作成日支援プログラム

様々な情報を示し、必要な情報を選択し動くことができるように支援する。偏食に対する情報を伝え改善できるような支援を模索する。音楽、数、色や空間の刺激の環境を作る。
脳バランサーの活用

語彙増加のため言葉遊びなどの活動を取り入れ、普段から感情などを言葉で表現し伝える。言葉以外の表現の模索。遊びの中でのルール理解を伝える。絵カードを活用する。
脳バランサーの活用

お仕事体験をしていく中で社会に向けての興味・関心を育てる。活動や遊びをしながら仲間との距離感をつかみ安定した関係を形成する。人を模倣し観察することで学ぶ場を作る。感覚遊
びからごっこ遊びへの移行を支援する。
脳バランサーの活用

支援方針 ・自己肯定感を高めること。できないことをできるようにするより、ありのままの自分を認め今の自分にできることを見つける。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等 お花見、バーベキュー、ハロウィン、クリスマス会、お誕生日会、お買い物、おやつクッキング、ごはんクッキング、遠足、ハイキング、職場見学、工場見学など

（別添資料１）

家族支援
悩みや相談を聞く。
お茶会を開催し親同士をつなぎ所内の理解を促す。

移行支援
小学校・中学校など学校との連携
学習支援

地域支援・地域連携
ボランティアへ参加（ゴミ拾い等）したり、地域のボランティアを受け入れし活
動へつなげている。

職員の質の向上
県の研修会への参加。
他事業所への見学をしたり、意見交流会を行っている

支　援　内　容

入所時は必ず熱を測り、顔色や様子を観察し体調を把握する。生活リズムの中に手洗い・トイレ（トレーニング）・勉強・掃除を入れ込む。遊びを通し、身体的、精神的、社会的な成長を
見守る。
脳バランサーの活用

姿勢保持、運動動作の改善や習得。筋力の強化、感覚を使った遊びの支援。感覚の過敏、鈍麻を踏まえた環境を調整する。
脳バランサーの活用

本
人
支
援


